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業 務 内 容 

 

 

１ 受入先 

    

（１） 受入機関名   オールインディア自治体協会 国家消防アカデミー    

 

（２） 受入先の組織と業務内容 

グジャラート州ヴァドーダラー市にある、オールインディア自治体協会が設立・運営す

る国家消防アカデミー（National Fire Academy）（以下、アカデミー）では 1979 年にグジャ

ラート州政府の許可を受け消防士養成のため研修を行っている。さらに 1994 年にはより

高レベルの消防補佐官の研修を行うことが許可された。 

アカデミーでは、消防士養成コースと防火・産業安全コースは 6 か月、高レベルの消

防補佐官養成コースは 8 か月の期間で研修が提供され、これまでに 5,000 人以上が卒

業し各地で活躍している。 

アカデミーでは「改善は終わりのないプロセス」であるという理念のもと、継続的な高度

化を目指す。 

 

２ 受入体制 

（１） 専門家の受入先での位置づけ 

受講者の火災発生時の消火活動に関するさらなる知識の獲得のため、日本の消防・

救助技術や火災予防に関する取組について指導を行う。 

（２） その他(スタッフや、予算、組織など特に気のついたこと) 

各講義にはグジャラート州消防局職員、ヴァドーダラー市消防局職員、オールインディ



ア自治体協会が運営するアカデミーに所属する教員および研修生等、約 100 名が参加

した。 

 

３ 指導内容 

アカデミー側からの当初の要望をはじめ事前の打ち合わせにより、講義を中心とした指

導を行うとともに、研修生による実技訓練の評価を実施した。講義は４つの課題を設定し、

知識の習得とともに質疑等の状況を踏まえて、最終日に総括した。 

また、東京消防庁の統計に関する情報提供の依頼があったことから、これらの資料の提

供もおこなった。 

    

  

 

（１） 具体的指導内容 

ア 火災予防対策 

災害防止教育と防火安全意識の向上促進をトピックとして、火災の統計や日本にお

ける地震災害の状況を説明し、東京消防庁における各種防災対策や消防職員に対

する教育内容について映像を交えて講義を行った。 

また、自助、共助、公助の考え方を説明し、住民、地域、行政それぞれが防災対策

に取り組む重要性を伝えた。 

  



 

   

 

イ 消防活動と救助活動 

消火活動、緊急対応活動及び救助活動をトピックとして、当庁における消防活動マ

ニュアルの体系、救助専門部隊や消防隊が使用している資器材に関する説明を行っ

た。 

消防活動の説明では、一般的な住宅火災や工場火災の実際の映像を交えながら、

火災現場における危険要因や戦術を説明した。 

救助活動の説明では、様々な救助活動の事例を紹介するとともに、映像を使って訓

練の様子を説明した。 

また、緊急対応計画に関しては、当庁における事前の対策や計画の策定方法など

の説明を行った。 

  

  



  

  

 

ウ 消火技術 

日本の高層ビルでの消火活動をトピックとして、高層階での火災事例を紹介し、延

焼拡大した要因や消防隊の活動状況について写真や映像を使って説明を行った。 

また、高層ビルに対するマニュアルの説明とともに高層建築物の消防設備に触れな

がら、消防設備の活用などが重要であることを説明した。 

  

  

 

エ 消防士の身体的及び精神的健康 

消防隊員の過酷な環境におけるストレスをトピックとして、身体的ストレスと精神的ス

トレスに分けて説明を行った。 

身体的ストレスでは、消防隊員特有の身体的ストレスについて、東京消防庁がこれ

までに行ってきた研究結果を紹介するとともに、近年の温暖化による気温の上昇を踏

まえた熱中症対策の概要と東京消防庁の取組を説明した。 

精神的ストレスについては、惨事ストレスから心的外傷後ストレス障害に触れながら、

ストレスが発生しやすい災害や東京消防庁における惨事ストレスケアの取組に加えて、



日頃からストレスの予防対策に活用できるようチェックリストを提供した。 

  

  

 

オ 最終報告 

４つの課題を振り返り、それぞれのポイントを伝えるとともに、研修生による訓練に対

する評価を行い、質疑の時間では様々な質問に対する知見を述べ、意見交換も行っ

た。 

   

   

 

（２） 協力(指導)の成果について 

講義を中心とした協力であったため、講義内容については、写真や映像を多く使って

イメージし易いよう工夫した。また、講義資料に記載したマニュアルについては、具体的

にやるべき内容を記載していることから、研修終了後も本講義資料が参考になれば幸い



である。 

  

   

 

（３） 改善すべき点など 

事前の打ち合わせで講義内容を整理し、４つの課題としたが国によって制度や考え方

などによる違いがあることから、講義前に共通認識を持つための意見交換や視察を実施

しておくことで、より充実した講義に繋げられるのではと感じた。 

  



  

４ 指導活動を終えての感想・意見 

当庁としてインドへの派遣は初めてであり、講義資料の作成から現地の行程など、手探り

の部分があったが、クレアのサポートのもと無事に終えることができた。 

現地では、英語ではなくヒンドゥー語の方が分かりやすいとの声を受け、通訳者が英語に

加えてヒンドゥー語による通訳も実施していただいた。 

本通訳者は日本語も堪能であり、消防の専門用語の通訳も適切に行っていただき、わか

りやすい講義に繋げることができた。 

また、現地での研修を始めるにあたり、国家消防アカデミーの関係者を含め州や市の関

係要人の方々が参加する中、盛大な開会式を実施していただき、さらにランプライティング

の儀式に参加するなど大変貴重な経験をさせていただいた。 

今回、国家の成立ち、都市の形成、市民生活など文化的な違いがある中で指導を行っ

たが、人命を守る消防業務は世界共通であり、今後も相互の情報交換を通して進展してい

く必要があることを改めて実感した。 

最後に、本事業でお世話になった方々に深く感謝いたします。 

  

  


